
（別紙３）

～ R6年12月20日

（対象者数） 10名 （回答者数） 10名

～ R6年　12月　20日

（対象者数） 11名 （回答者数）
11名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

生活空間を個別に応じた環境を設定し、個別支援に繋げる

2

個別支援に向けての課題の抽出

成長に伴う身体の変化や気付きに対する共通理解を深める

3

個々の最新の服薬状況の把握

体重増減の変化と栄養を含めた検討及び保護者への助言・

相談

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

施設外活動の機会を増やす

地域や他事業所との交流の場に参加する

2

お便り等の保護者への情報発信とHPの活用

3

生活空間の環境として満足度が高い 利用時の個々の状態に合わせた環境作り

季節に応じた装飾・行事・活動の充実

○事業所名 車かい福祉法人　幸生会　諫早療育センター　障害児通所　ひまわり

○保護者評価実施期間
R6年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R6年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　1月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

児童の特性に応じた支援 保護者との児童の特性について情報の共有を図っている

看護師職員による医療的ケア児への対応が可能 医療的ケアを中心に密な状態観察と体調の変化に

気づき(早期発見）により保護者へ情報提供を行っている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域交流と社会資源の活用が十分ではない 施設外活動を通して地域との交流の機会に繋げる

事業所についての情報発信が少ない 事業所としての支援内容や特性などの発信を行うことで事業

所の情報を提供する

事業所における自己評価総括表公表


